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これからの時代に求められる資質・能力を育成するためのカリキュラム・マネジメントに関する研究  

～子供たちの主体的・対話的で深い学びを通して～ 

                県総合教育センターカリキュラム開発部研究開発担当 

１ はじめに 

 新学習指導要領では、学校として育成すべ

き資質・能力を明確化し、教科等横断的な視

点から育成を図るカリキュラム・マネジメン

トの実現が求められている。千葉教育 No.655

では、資質・能力を育成するための四つのス

テップと、カリキュラム・マネジメントの実

現を図る七つのポイントについて記載した。

ここでは、マネジメント分担の明確化と、円

滑にマネジメントを進めるためのワークシー

トについて記載する。 

２ 校務分掌を基にしたマネジメント分担の 

明確化 

 校務分掌の役割をマネジメントの視点から

整理し、「学校経営レベル」、「学年や教科等の

経営・運営レベル」、「学級や教科等の授業実

践レベル」の三つのレベルに分類した。各レ

ベルの具体的な内容は以下の通りである。 

⑴「学校経営レベル」のマネジメント（校長、

副校長、教頭、主幹教諭、教務主任） 

 校長、副校長、教頭、主幹教諭、教務主任

は、学校として育成を目指す資質・能力を決

定し、育成のための方針を全教職員に示す。 

マネジメントする主な業務は、児童生徒の

実態把握、学校の教育課題の明確化である。

そして、実態や課題等に基づき、各主任や教

職員の意見を取り入れ、学校として育成を目

指す資質・能力を検討し、決定する。これを

学校経営計画に位置付けることが肝心である。 

 この他にも、PDCA サイクルのスケジュール

管理、資質・能力の育成に向けた学校として

の取組と教職員一人一人の取組の関係性の明

確化、評価を意図的・計画的に実施し、学校

評価につなげること等が考えられる。 

⑵「学年や教科等の経営・運営レベル」のマ

ネジメント（教務主任、学年主任、各教科

等主任、研究主任） 

 教務主任、学年主任、各教科等主任、研究

主任は、学校として育成すべき資質・能力を

実務的に運営する。 

教職員の意見の取りまとめ役や管理職と他

の教職員をつなぐパイプ役として機能するこ

とが求められる。カリキュラム・マネジメン

トが実現するかどうかは、主任層が「キーパ

ーソン」となって円滑な運営ができるかどう

かにかかっていると言っても過言ではない。

それぞれの主任としての視点から児童生徒の

実態把握を行い、課題等を明らかにし、学校

として育成を目指すことが必要であろう資

質・能力を教務主任が中心となって取りまと

めて管理職に報告する。また、教科等の系統

性、各教科等の関連や上下学年間の関連性を

見直し、各教科等の単元の配列を整理するこ

とも重要である。研究主任には、校内研究（研

修）計画や学習指導案に学校として育成を目

指す資質・能力との関連項目を設定すること

を推進する役割が考えられる。 

⑶「学級や教科等の授業実践レベル」のマネ

ジメント（学級担任、教科等担任） 

 学級担任、教科等担任は、学校として育成

を目指す資質・能力を、授業等における指導・

支援を通して直接働きかける。 

指導・支援による児童生徒の変容や成果と

課題を把握し、授業改善につなげたり、授業

の様子について主任層と情報共有したりする

役割を担っている。 

 学級経営や教科等の指導において、目指す

児童生徒の姿を実現するための手立てを考え、

実践し、形成的評価を積み重ねる。自分自身

の学級経営の改善や教科等の授業改善につな

げたり、主任層と情報共有を図り、所属する

学年や教科等の経営・運営の改善に反映させ

たりする。 

３ カリキュラム・マネジメントワークシー 

トの活用 

 カリキュラム・マネジメントをより円滑か

つ効果的に進めることを目的として、県総合

教育センターでは以下３枚のワークシートを

作成した。 
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⑴STEP１～３（年度初め） 

図１のシートを使用する。主に管理職及び

主任層がまとめ、全教職員へ配付し、育成す

べき資質・能力について共通理解を図る。 

 STEP1「学校として育成を目指す資質・能力

の設定」、STEP2「資質・能力を発揮した児童

生徒の姿」、STEP3「手立て」を記入する。 

⑵STEP４①（年度途中の経過記録） 

図２のシートを使用する。全教職員が個人

で継続して記録する。 

学校や育成グループで設定した手立て

(STEP3)の有効性について、資質・能力の育成

状況と関連付けて記入する。 

 「今年度の振り返り」及び「次年度に向け

て」には、実践を総括し、今年度の振り返り

や次年度に向けた取組について記入する。 

⑶STEP４②（年度末のまとめ） 

図３のシートを使用する。主に管理職及び

主任層がまとめ、全教職員に配付する。 

 今年度の実践の振り返り及び次年度に向け

た取組について記入する。資質・能力の育成

状況や各種調査の結果等を加味して、現在の

児童生徒の実態及び課題を記入する。今年度

の取組等を考慮して、次年度の育成を目指す

資質・能力の確認や新たな設定を行う。これ

が、次年度の STEP１につながる。 

 このワークシートを活用することにより、

資質・能力の育成に向けた PDCA サイクルが自

然と確立されるようにした。 

４ おわりに 

 全教職員が「全ての教育活動が学校として

目指す資質・能力の育成につながる」という

意識をもって日々の教育活動に取り組み、振

り返り、次につなげることが、資質・能力を

育成するためのカリキュラム・マネジメント

の実現の成否を握っている。 

 詳細は、県総合教育センターWeb サイト「こ

れからの時代に求められる資質・能力を育成

するためのカリキュラム・マネジメントサポ

ートブック」を参照していただきたい。 

 

＜アドレス＞ 

https://www.ice.or.jp/nc/shien/cs/guidebook/ 
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チバミュージアムフェスタ２０２０  

「オリンピック・パラリンピック」と千葉のスポーツ史 

                               県立中央博物館 

 

 

今年は、東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会が開催され、県内でも千葉市・

一宮町が会場となります。これに合わせて、

千葉県立博物館では、チバミュージアムフェ

スタ2020を開催し、県内の公共施設等で、巡

回パネル展示「『オリンピック・パラリンピッ

ク』と千葉のスポーツ史」を行っています。 

更に、令和２年２月22日～５月10日までは

千葉県立中央博物館で、７月22日～９月22日

までは千葉県立房総のむらで、近代オリンピ

ックと千葉県のスポーツの歴史について、実

物資料や千葉県ゆかりの人物の活動を通して

紹介する展示を行います。 

●日本最初の体操教師は千葉県出身 

明治時代になって、「体育」「スポーツ」と

いう考え方が海外から日本へ入ってきました。

明治政府は体操を広めるために、明治11年

（1878）に体操伝習所（現：筑波大学）を設

置し、アメリカから医学博士リーランドを招

きました。その通訳にあたったのが、市川市

出身の坪井玄道です。リーランドの帰国後、

坪井はその後継者として体操教師となり、野

球、サッカー、卓球などの競技を日本に初め

て紹介しました。今回は、坪井玄道が著した

体操の教科書や、当時の体操の様子を描いた

錦絵などを展示します。 

●手賀沼がオリンピック会場候補に 

1940年に開催される予定だった、幻の東京

オリンピックでは、手賀沼がボート競技の会

場として立候補していました。当時の新聞に

は、選手村は稲毛海岸にと記されています。

最終的には、埼玉県の戸田がボート競技場に

決定しますが、立候補の裏には、当時、嘉納

治五郎が手賀沼の湖畔に別荘を構えていたこ

とが関係しているかもしれません。今回は、

手賀沼の競技場の予定図などを展示します。 

●初のパラリンピックポスターは千葉県出身

者がデザイン 

パラリンピックという言葉が初めて使われ

たのは、昭和39年（1964）の東京大会の時で

す。世界初のパラリンピックのポスターをデ

ザインしたのが、千葉県出身の高橋春人です。

戦前から戦中・戦後にかけてグラフィックデ

ザイナーとして活躍しました。今回は当時の

ポスター2種類を展示します。 

●歴代オリンピックを支えた千葉県出身者 

いすみ市出身の青木半治は昭和39年（1964）

の東京オリンピックの組織委員として運営に

尽力しました。昭和44年（1969）にはJOCの委

員長となり、在任中の昭和47年（1972）には

札幌オリンピックが開催されました。その後、

ミュンヘンオリンピックでは選手団団長、昭

和59年（1984）のロサンゼルス大会では日本

選手団顧問を務めました。今回は、青木半治

自身が参加したオリンピックに関係する、さ

まざまな資料を展示します。  

中でも、オリンピックの会場で他国の選手

や役員と交換したピンパッジやネクタイの

数々は、オリンピックが国際交流の場、平和

の祭典であることを再認識させてくれます。 

東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会開催にあたり、今まであまり知られて

こなかった、千葉県とオリンピックの深い関

係、千葉県のスポーツの歴史を学びに、千葉

県立博物館にお越しください。 
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 幼児教育における研修 ～全ての子供に質の高い教育を～ 

 

                                      県総合教育センター研修企画部 

１ はじめに 

 平成29年３月に「幼稚園教育要領」「幼保連

携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保

育指針」が改訂され、令和元年10月には、「幼

児教育・保育の無償化」がスタートした。こ

れらのことから、「全ての子供に質の高い教育

を提供すること」が国の重要な教育課題の一

つとなっていることが分かる。 

本県では、平成28年度から３年間、文部科

学省からの委託を受け、「幼児教育の推進体制

構築事業」を行った。本年度からは、新たに

当センター内に幼児教育センターとしての機

能を担う組織を設け、「幼児教育の推進事業」

に取り組んでいる。特に幼児教育アドバイザ

ーの派遣事業では、公立の幼稚園長経験者２

名、私立幼稚園長２名、私立保育園長１名を

幼児教育アドバイザーとして配置し、幼児教

育の課題に対応できるようにしている。また、

この事業をはじめ、幼稚園教諭に限らず、幼

児教育の推進に関わる様々な方に対して研修

を行っている。 

２ 様々なニーズに応える研修 

 平成30年３月に策定した「千葉県・千葉市

教員等育成指標」に設定されている三つのキ

ャリアステージに応じた研修が積み重ねられ

るよう、幼児教育においても悉皆研修として、

初任者研修、中堅教諭等資質向上研修があり、

来年度から専門研修が設定されている。推薦

研修には、園長等運営研修や保育技術研修が

あり、これらの研修は文部科学省からの令達

事業「幼稚園教育理解推進事業」の一部でも

ある。また、平成29年度より「幼児教育体制

構築事業」として始められた研修には、２、

３年目の若手教諭を対象とした希望研修「ス

マイル先生！幼児教育若手指導力アップ研修」

や地域の幼児教育の中心となる人材を育成す

るための「幼児教育アドバイザー育成研修」

がある。 

これらの研修は、全て、公立幼稚園教諭だ

けでなく、私立幼稚園や公私立幼保連携型認

定こども園に勤務する幼稚園教諭及び保育教

諭も対象として行われている。なぜなら、現

在の千葉県の幼児のうち、公立幼稚園に通っ

ている幼児は約１割であり、それ以外の９割

近い幼児は私立幼稚園、認定こども園、保育

所等に通っているからである。中でも「幼児

教育アドバイザー育成研修」においては、幼

児教育従事者だけでなく、教育行政を通して

幼児教育に携わる方や、公立小学校教諭も参

加対象とすることで、保幼小の連携や幼児教

育と小学校教育の接続をより強化することを

ねらいの一つとしている。 

３ おわりに 

 本県の第２期教育振興基本計画で施策の柱

として位置づけられている「人格形成の基礎

を培う幼児教育の充実」に向け、様々なニー

ズに応えるべく研修を企画運営してきた。公

私立問わず研修の提供を行っているが、私立

幼稚園や公私立幼保連携型認定こども園につ

いては、園の事情等から研修への参加状況は

様々である。そこで、公私立保育所・園に関

しては、来年度より「幼児教育アドバイザー

育成研修」の参加希望を募る予定である。「全

ての子供に質の高い教育を提供する」ために、

今後も幼児教育に携わる全ての人に様々な学

びの場を提供し、幼児教育の推進体制事業を

進めていきたい。 
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チバミュージアムフェスタ２０２０  

「オリンピック・パラリンピック」と千葉のスポーツ史 

                               県立中央博物館 

 

 

今年は、東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会が開催され、県内でも千葉市・

一宮町が会場となります。これに合わせて、

千葉県立博物館では、チバミュージアムフェ

スタ2020を開催し、県内の公共施設等で、巡

回パネル展示「『オリンピック・パラリンピッ

ク』と千葉のスポーツ史」を行っています。 

更に、令和２年２月22日～５月10日までは

千葉県立中央博物館で、７月22日～９月22日

までは千葉県立房総のむらで、近代オリンピ

ックと千葉県のスポーツの歴史について、実

物資料や千葉県ゆかりの人物の活動を通して

紹介する展示を行います。 

●日本最初の体操教師は千葉県出身 

明治時代になって、「体育」「スポーツ」と

いう考え方が海外から日本へ入ってきました。

明治政府は体操を広めるために、明治11年

（1878）に体操伝習所（現：筑波大学）を設

置し、アメリカから医学博士リーランドを招

きました。その通訳にあたったのが、市川市

出身の坪井玄道です。リーランドの帰国後、

坪井はその後継者として体操教師となり、野

球、サッカー、卓球などの競技を日本に初め

て紹介しました。今回は、坪井玄道が著した

体操の教科書や、当時の体操の様子を描いた

錦絵などを展示します。 

●手賀沼がオリンピック会場候補に 

1940年に開催される予定だった、幻の東京

オリンピックでは、手賀沼がボート競技の会

場として立候補していました。当時の新聞に

は、選手村は稲毛海岸にと記されています。

最終的には、埼玉県の戸田がボート競技場に

決定しますが、立候補の裏には、当時、嘉納

治五郎が手賀沼の湖畔に別荘を構えていたこ

とが関係しているかもしれません。今回は、

手賀沼の競技場の予定図などを展示します。 

●初のパラリンピックポスターは千葉県出身

者がデザイン 

パラリンピックという言葉が初めて使われ

たのは、昭和39年（1964）の東京大会の時で

す。世界初のパラリンピックのポスターをデ

ザインしたのが、千葉県出身の高橋春人です。

戦前から戦中・戦後にかけてグラフィックデ

ザイナーとして活躍しました。今回は当時の

ポスター2種類を展示します。 

●歴代オリンピックを支えた千葉県出身者 

いすみ市出身の青木半治は昭和39年（1964）

の東京オリンピックの組織委員として運営に

尽力しました。昭和44年（1969）にはJOCの委

員長となり、在任中の昭和47年（1972）には

札幌オリンピックが開催されました。その後、

ミュンヘンオリンピックでは選手団団長、昭

和59年（1984）のロサンゼルス大会では日本

選手団顧問を務めました。今回は、青木半治

自身が参加したオリンピックに関係する、さ

まざまな資料を展示します。  

中でも、オリンピックの会場で他国の選手

や役員と交換したピンパッジやネクタイの

数々は、オリンピックが国際交流の場、平和

の祭典であることを再認識させてくれます。 

東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会開催にあたり、今まであまり知られて

こなかった、千葉県とオリンピックの深い関

係、千葉県のスポーツの歴史を学びに、千葉

県立博物館にお越しください。 
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 幼児教育における研修 ～全ての子供に質の高い教育を～ 

 

                                      県総合教育センター研修企画部 

１ はじめに 

 平成29年３月に「幼稚園教育要領」「幼保連

携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保

育指針」が改訂され、令和元年10月には、「幼

児教育・保育の無償化」がスタートした。こ

れらのことから、「全ての子供に質の高い教育

を提供すること」が国の重要な教育課題の一

つとなっていることが分かる。 

本県では、平成28年度から３年間、文部科

学省からの委託を受け、「幼児教育の推進体制

構築事業」を行った。本年度からは、新たに

当センター内に幼児教育センターとしての機

能を担う組織を設け、「幼児教育の推進事業」

に取り組んでいる。特に幼児教育アドバイザ

ーの派遣事業では、公立の幼稚園長経験者２

名、私立幼稚園長２名、私立保育園長１名を

幼児教育アドバイザーとして配置し、幼児教

育の課題に対応できるようにしている。また、

この事業をはじめ、幼稚園教諭に限らず、幼

児教育の推進に関わる様々な方に対して研修

を行っている。 

２ 様々なニーズに応える研修 

 平成30年３月に策定した「千葉県・千葉市

教員等育成指標」に設定されている三つのキ

ャリアステージに応じた研修が積み重ねられ

るよう、幼児教育においても悉皆研修として、

初任者研修、中堅教諭等資質向上研修があり、

来年度から専門研修が設定されている。推薦

研修には、園長等運営研修や保育技術研修が

あり、これらの研修は文部科学省からの令達

事業「幼稚園教育理解推進事業」の一部でも

ある。また、平成29年度より「幼児教育体制

構築事業」として始められた研修には、２、

３年目の若手教諭を対象とした希望研修「ス

マイル先生！幼児教育若手指導力アップ研修」

や地域の幼児教育の中心となる人材を育成す

るための「幼児教育アドバイザー育成研修」

がある。 

これらの研修は、全て、公立幼稚園教諭だ

けでなく、私立幼稚園や公私立幼保連携型認

定こども園に勤務する幼稚園教諭及び保育教

諭も対象として行われている。なぜなら、現

在の千葉県の幼児のうち、公立幼稚園に通っ

ている幼児は約１割であり、それ以外の９割

近い幼児は私立幼稚園、認定こども園、保育

所等に通っているからである。中でも「幼児

教育アドバイザー育成研修」においては、幼

児教育従事者だけでなく、教育行政を通して

幼児教育に携わる方や、公立小学校教諭も参

加対象とすることで、保幼小の連携や幼児教

育と小学校教育の接続をより強化することを

ねらいの一つとしている。 

３ おわりに 

 本県の第２期教育振興基本計画で施策の柱

として位置づけられている「人格形成の基礎

を培う幼児教育の充実」に向け、様々なニー

ズに応えるべく研修を企画運営してきた。公

私立問わず研修の提供を行っているが、私立

幼稚園や公私立幼保連携型認定こども園につ

いては、園の事情等から研修への参加状況は

様々である。そこで、公私立保育所・園に関

しては、来年度より「幼児教育アドバイザー

育成研修」の参加希望を募る予定である。「全

ての子供に質の高い教育を提供する」ために、

今後も幼児教育に携わる全ての人に様々な学

びの場を提供し、幼児教育の推進体制事業を

進めていきたい。 
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